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スタートアップの「瀬戸内サニー株式会社」とコラボし、岡山県下の教育機関と連携しながら、

若者向けの人権啓発の社会実験をTikToｋで進めています。 

 

１ 背景・目的 

県内１５市で構成する「岡山県都市人権推進事業連絡協議会」（会長：岡山市人権推進課長）で

は、これまでテレビ・ラジオを活用しての啓発を行ってきました。 

今回、時代に合わせた啓発手法として、相互コミュニケーションの取れるメディア「ＴｉｋＴｏｋ」を

使い、学生参加型の動画コンテンツを用いた人権啓発の取組みを、スタートアップの「瀬戸内サニ

ー株式会社」と協働し、令和５年１２月から実施しています。 

当事業は、若者を視聴者として想定しているため、学生参加型としているのが特徴です。今年

度は、無花果学園（フリースクール）、岡山市立岡山後楽館高校、岡山県立総社南高校と連携し撮

影を行いました。高校生たちが自主的に撮影に参加しながら、人権について考えるきっかけとし

ています。実証実験の詳細については、別紙にてご確認ください。 

 

２ 内 容 

 １月２３日時点で、学生たちの本音を聞く形での動画６本を公開しています。いずれも「個性の

表現」を尊重し、１０～２０代のいわゆる Z 世代に向けた内容としています。 

 

＜公開している動画のタイトル＞ 

・オープニング 

・元不登校の皆に聞いた！「将来の夢 教えて！」：無花果学園 

・学校自慢！「岡山後楽館高校のいいところ教えて！」：岡山後楽館高校 

・高校生に聞いた！「岡山でクリスマスデートに行くならどこ？」：岡山後楽館高校 

・通信制の学生に聞いた！「不登校になった理由」：無花果学園 

・岡山の男子高校生に聞いた！「生理ってどれくらい大変なイメージ？」：岡山後楽館高校 

・あなたの周りに LGBT のエピソードはある？：総社南高校 

 

※今後は、毎週金曜日に新しい動画の配信を予定しています。 

 

 

TikTok で人権啓発の社会実証を開始！学生参加型の 

動画コンテンツメディア「みんなの個性の学校」公開中！ 



 

 

アカウント：みんなの個性の学校 https://www.tiktok.com/@minnanokosei 

メイキング映像(You Tube)：https://www.youtube.com/watch?v=TG0Ac91NG6U 

 

3 その他 

・この社会実証は、岡山市が抱える社会課題・行政課題について、最先端のテクノロジーなどで課

題解決とスタートアップの成長を目指す事業「GovTech Challenge OKAYAMA(ガヴテック 

チャレンジ オカヤマ)」に令和５年度採択された事業として実施しています。 

・スタートアップとは、新しいビジネスモデルを考えて、新たな市場を開拓し、社会に新しい価値

を提供、社会に貢献することによって事業の価値を短期間で飛躍的に高め、急成長を目指す企

業や組織のことです。 

 

 

 

  

 

 

 

【問い合わせ先】                  
岡山市 人権推進課 加藤・池本  直通086-803-1070 内線3920 
岡山市 創業支援・雇用推進課 河合・松野 直通086-803-1353 内線4584 

https://www.tiktok.com/
https://www.youtube.com/watch?v=TG0Ac91NG6U













